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結 婚 相 談
配偶者を紹介いたします。お気

軽にどうぞ。相談日は木・日曜、
祝日を餘く毎日、午前9時～午後
4 時( 土曜は半日) 、区役所1 階
区民 相談室で。履歴書。手札型の
写真、戸箱謄本。印鑑、20円切丁5
枚、学歴 証明証( 人学卒の場 合)

を ご持参ください。

9 月21日から

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
始
ま
る

あ
な
た
の
自
覚
が
あ
な
た
を
守
る

秋
の
交
通
安
全
運
動
は
、九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
日

間
全
国
一
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。こ
と
し
は
、足
立
区
が
交
通
安
全

区
々
宣
言
し
て
か
ら
鴎
卜
年
に
あ
た
り
ま
す
、し
か
し
、残
念
な
が
ら

こ
の
間
に
も
、
尊
い
人
命
が
火
わ
れ
ま
し
气

交
通
4
故
を
な
く
す
に

は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
か
自
覚
す
る
こ
と
か
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

交
通
女
全
に
つ
い
て
み
ん
な
で
七
え
、
謡
し
人に

て
み
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
は
他
人
の
こ
と
で
は
な
く

い
つ
、ど
こ
で
悲
惨
な
事
紋
が
あ
な
た

を
襲
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。区
内
で
、

こ
の
十
年
間
に
、四
百
(
十
七
人
も
の

尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、三
万
二
千
四
一
百

人
も
の
人
が
重
軽
傷
を
負
い
ま
し
た
。

今
回
の
運
動
は

▽
歩
行
者
と
く
に
幼
児
や
小
学
生
低
学

年
児
童
と
老
人
の
事
故
ふ
防
止
す
る

▽
裏
通
り
の
事
故
を
防
止
す
る

を
重
点
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
最
近
の
バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
に
よ

る
自
転
雎
の
嘔
紋
も
増
え
て
い
ま
す
。

正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
卜
分
に
心

得
て
く
だ
さ
い
。

次
の
こ
と
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
歩
行
者
は

▽
右
側
通
行
の
励
行
を

▽
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
遠
ま
わ

り
で
も
信
号
機
や
横
断
歩
道
、
歩
道

僑
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

▽
横
断
歩
道
で
も
油
断
は
禁
物
、
よ
く

左
右
を
確
め
て

▽
車
の
直
前
直
後
は
事
故
の
も
と

◎
家
庭
で
は

▽
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

▽
子
ど
も
や
老
人
の
危
険
な
通
行
を
み

た
と
き
は
、
ひ
と
こ
と
注
意
を

▽
子
ど
も
の
通
園
、
通
学
路
倉
調
べ
、

注
意
す
る
場
所
や
事
柄
を
徴
え
る

◎
運
転
手
の
皆
さ
ん
へ

▽
歩
行
者
が
檎
断
中
は
必
ず
一
旦
停
陬

▽
裏
通
り
や
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校

周
辺
で
は
安
全
速
度
で

▽
交
差
点
、
横
断
歩
道
付
近
で
は
駐
車

や
追
い
抜
弌

追
い
越
し
ぞ
し
な
い

▽
他
の
車
か
横
断
歩
道
で
渟
止
し
て
い

る
と
き
は
、
後
続
車
は
必
ず
こ
れ
に

な
ら
う
こ
と

◎
裏
通
り
で
の
事
故
を
な
く
そ
う

▽
子
ど
も
は
右
側
に
手
を
つ
な
弌

車

の
通
ら
な
い
側
を
歩
か
せ
る

▽
買
物
中
で
も
子
ど
も
に
気
を
く
ぱ
る

▽
交
通
の
妨
害
と
な
る
駐
車
や
道
路
の

不
正
使
用
は
し
な
い
こ
と

◎
二
輪
車
(
バ
イ
ク
)
の
事
故
防
止

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
忘
れ
ず
に

▽
單
の
点
検
整
備
を
怠
ら
ず
に

▽
ジ
グ
ザ
グ
逮
転
や
割
込
運
転
は
絶
対

に
し
な
い

◎
自
転
車
事
故
を
な
く
す
た
め
に

▽
自
分
の
か
ら
だ
に
合
っ
た
目
転
車
ぞ

▽
ブ
レ
ー
キ
、(
ン
ド
ル
、チ
ェ
ー
ン
、

灯
火
な
ど
点
検
整
備
を
忘
れ
ず
に

▽
子
ど
も
の
自
転
車
は
特
に
危
険
、
安

全
な
乗
り
方
を
十
分
教
え
て
下
さ
い

▽
車
の
後
輪
は
死
角
で
す
。
交
差
点
で

は
特
に
気
を
つ
け
て

▽
自
転
車
が
歩
道
を
走
っ
て
よ
い
道
略

(
歩
道
の
中
央
部
に
白
線
が
引
い
て

あ
り
ま
す
)
で
は
、
自
転
車
は
車
道

側
を
走
り
、
こ
の
際
歩
行
者
、
特
に

幼
児
や
老
人
に
十
分
気
を
つ
け
て
、

ゆ
っ
く
り
走
っ
て
く
だ
さ
い

◎
道
路
は
広
く
使
い
ま
し
ょ
う

▽
道
路
を
商
品
や
材
料
置
場
に
便
う
の

は
事
故
の
も
と
で
す
。
道
路
は
広
く

使
う
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い

アッ危い! 横断歩道を渡りましょう

足 立の 歴史( 再版) が

で き ま し た

区
制
四
十
周
年
を

記
念
し
て
出
版
さ
れ

た
「
足
立
の
歴
声

は
大
変
好
評
で
、品

切
れ
と
な
り
、再
版

を
印
刷
中
で
し
た

か
、
こ
の
ほ
ど
で
き

あ
が
り
、
地
下
売
店

と
五
階
広
報
課
で
頒

布
し
て
い
ま
す
。

▽
新
書
版

二
五
五
ペ
ー
ジ

▽
頒
価

二
五
〇
円

そ
の
ほ
か
、
「
区
の
お
知
ら
せ
縮

刷
版
」
「足
立
区
近
代
史
年
表
」
「写

嶌
で
み
る
足
立
区
4
0年
の
あ
ゆ
み
」

な
ど
(
写
真
)
も
頒
布
し
て
い
ま
す
。

大
会
と
パ
レ
ー
ド
盛
大
に

交
通
安
全
区
宣
言
十
周
年
記
念

昭
和
三
十
(
年
三
月
に
足
立
区
議
会

が
、
「
足
立
区
か
ら
交
通
事
故
を
な
く

す
た
め
区
民
に
対
し
交
通
安
全
思
想
の

普
及
徼
呱
を
は
か
り
、
明
る
く
住
み
よ

い
足
立
区
を
建
設
す
る
」
と
い
う
交
通

安
全
宜
言
を
行
な
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
こ
の
宣
言
を
行
な
っ
て
か

ら
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

区
内
の
交
通
事
故
は
、
交
通
安
全
に

関
す
る
諸
機
関
、
団
体
等
の
協
力
を
得

て
、
安
全
思
想
も
徐
々
に
浸
透
し
、
昭

和
四
十
四
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
漸
減
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
交
通

事
故
は
区
内
各
所
で
連
日
の
よ
う
に
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

「
交
通
事
故
O
へ
の
願
い
」
を
こ
め

て
交
通
安
全
区
宣
言
を
改
め
て
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

足
立
区
、足
立
区
議
会
、ぼ
内
三
警

察
署
、同
三
安
全
協
会
が
-
。体
と
な
っ

て
、
次
の
よ
う
に
「
交
通
安
全
区
宜
言

十
周
年
記
念
大
会
と
パ
レ
ー
ド
」
を
行

な
い
ま
す
。

交
通
安
全
協
会
支
部
、
プ
ロ
y
ク
、

交
通
少
年
団
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
配
念
大
会

九
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
ご
。時
　

足
立
区
産
業
振
興
館

内
容

挨
拶

祝
辞

交
通
ク
イ
ズ

優
秀
作
文
朗
読

警
視
庁
音

楽
隊
の
吹
奏
楽

決
議

○
記
念
パ
レ
ー
ド

九
月
二
十
二
日

午
後
三
時
二
十
分

か
ら

○
コ
ー
ス

産
業
振
興
館
-
旧
道
-
駅
前
通
り
*
-

千
住
駅

警
視
庁
音
楽
隊
を
先
頭
に
、
交
通

少
年
団
、
安
全
協
会
艮
に
よ
り
行

進
し
ま
す
。
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

な
お
、
パ
レ
ー
ド
中
、
日
光
街
道
旧

道
な
ど
で
交
通
規
制
を
行
な
い
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

振
替
休
日
の
お
知
ら
せ

九
月
二
十
三
日
は
、
日
曜
と
祝

日
(
秋
分
の
日
)
か
重
な
る
た
め

二
十
四
日
が
振
替
休
日
と
な
り
、

区
役
所
の
窓
口
も
休
み
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

9
月
1
日

成
果
あ
が
っ
た
防
災
訓
練

み
ん
な
の
協
力
で
災
害
防
止

関
東
人
震
災
か
ら
五
卜
周
年
目
に
あ

た
る
去
る
九
月
一
日
、全
都
的
に
防
災

訓
練
が
又
施
さ
れ
ま
し
し
た
。

足
立
区
で
は
、
荒
川
河
川
敷
千
住
新

橋
で
、
区
民
の
み
な
さ
ん
千
ニ
ー百
嗹
一

人
と
区
役
所
、
警
察
署
、
消
防
署
、
自

衛
隊
、
保
健
所
、
水
道
局
、
電
話
噸

東
京
電
力
、
東
京
カ
ス
と
に
よ
り
、
か

つ
て
な
い
大
規
模
な
訓
練
が
繰
り
広
け

ら
れ
ま
し
气

『
本
郎
指
令
第
一
号
、
さ
き
ほ
ど
の

大
地
震
に
よ
り
区
内
各
地
に
火

災
発

生
、
千
佳
地
区
に
お
い
て
は
延
焼
拡
大

の
お
そ
れ
あ
り
、午
前
九
時
○
分
避
難

命
令
か
発
令
さ
れ
た
。さ
ん
て
n
」と
い
う
避

難
訓
練
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
訓
練
は
、

電
気
、
ガ
ス
の
応
急
復
旧
、応
急
給
水
、

電
話
の
架
設
、
警
視
庁
の
水
巾
救
助
、

消
防
署
の
車
両
火
災
の
消
火
、
自
衛
隊

の
重
傷
者
の
空
中
輸
送
、
区
民
に
よ
る

初
期
消
火
等
参
加
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
実
峨
さ
な
か
ら
に
行
な
わ
れ
、
参
加

者
の
顔
は
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

こ
の
囗
は
、特
に
総
理
府
総
務
艮
官
、

建
設
大
臣
、
自
治
大
臣
、
都
知
事
の
視

察
も
あ
り
、
区
民
を
地
震
災
害

ら
守

ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
昨
年
足
立
区
で
行
な
わ
れ
た

「
わ
が
家
の
防
災
訓

練
」
が
今
年
は
全
都

的
に
行
な
わ
れ
、
関

東
大
畑
震
発
生
の
時

刻
で
あ
る
、
午
前
十

一
時
五
十
(
分
を
期

し
て
各
家
庭
、
事
業

所
が
い
っ
せ
い
に
火

の
元
の

時
使
用
中

止
を
す
る
な
ど
、「
地

震
に
は
ま
つ
火
の
始

末
を
」
の
意
識
か
高

ま
り
多
く
の
成
果
を

お
さ
め
ま
し
た
。

地
震
災
害
を
防
止

す
る
た
め
に
は
、
日

頃
か
ら
の
心
が
ま
え
か
ぜ
ひ
必
要
で

す
。二
度
と
震
災
を
く
り
返
さ
な
い
よ

う
心
が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地震には何をおいても火の始末

工 場 認 可 書 を
お 持 ち で す か

工
場
を
操
業
す

る
に
は
、
工
場
設

置
(
変
更
)
認
可

か
必
要
で
す
。

次
の
こ
と
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
工
楊
の
設
置
を

計
画
し
た
と
き

工
場
設
置
認
可

申
請
を
す
る
こ

と
〇
工
場
の
建
物
・

設
備
な
ど
の
変

更
を
計
画
し
た

と
き

工
場
変
更
認
可
申
謂
を
す
る
こ
と

○
工
事
が
完
成
し
た
と
き

工
事
完
成
届
を
十
五
日
以
内
に
提
出

す
る
こ
と

※
工
場
設
置
(
変
更
)
認
可
一

の
内
容
(

認
可
番
号
・
名
称
・
業
種
な
ど
)
を

記
入
し
た
表
示
板
を
掲
示
す
る
こ
と

○
現
在
工
場
を
操
業
し
て
い
て
、
ま
だ

工
楊
設
一
認
可
を
受
け
て
い
な
い
工
場

は
至
急
、
工
場
設
置
認
可
申
謂
を
す
る

こ
と

な
お
、
新
用
途
地
域
の
施
行
は
、
十

一
月
中
を
目
途
に
都
首
都
整
備
局
で
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
用

途
地
域
で
工
場
の
設
置
を
認
め
ら
れ
る

も
の
で
も
、
新
用
途
地
域
に
な
る
と
設

置
か
認
め
ら
れ
な
い
工
場
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
工
場
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休
日
診
療
当
番
医

休
日
診
療
を
実
施
し
て
い
る
救
急
病

院
は
、
次
の
当
番
医
だ
け
で
す
。

休
日
診
療
は
、
た
い
へ
ん
混
雑
し
て

い
ま
す
。
急
病
以
外
の
方
は
、
で
き
る

だ
け
前
日
か
翌
日
を
ご
利
用
く
た
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
九
月
二
十
三
日
　
内
田
病
院
…
　

(
(
(
―
七
三
无
豊
生
病
院
…
　

(
(
三
-
三
九
七
〇
長
沢
病
院
…
　

(
(
九
-
四
ニ
ニ
ー
敬
仁
病

曝
…
　
九
一
三
上
已
〇
六

▽
九
月
二
十
四
日
　
足
立
共
済
病
院
…
　

(
【
】上
こ
一
六
橋
本
病
院
…
　

(
(
七
-
七
三
四
六
中
川
病

院
…
舍
(
(
四
-
一
二
四
一

▽
九
月
三
十
日
　
市
原
病
院
…
　
八
(

七
一
(
五
一
三
西
新
井
病
院
…
舍

【四
〇
一
七
一
一
一
長
門
病
院
…
　

六
〇
五
一
三

】三
三

な
お
、
診
療
時
間
は
、
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

区民福祉セタンー・児童館だ より
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
緒
婚
口
座
　
九
月
二
十
一
日
(
金
)
午
後
六
時
三
十
分
『
結
婚

の
医
学
』
―
青
山
病
院
産
婦
人
科
医
長
鈴
木
重
男
氏

「
す
ば
ら
し

い
結
晤
に
I
家
事
評
論
家
笠
置
(
千
代
氏
(

無
料
)

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集
い
　
九
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時

■
池
田
先
生
と
コ
ー
ラ
ス
を
し
ま
し
ょ
う

十
月
二
十
一
日
(
川
)

乍
前
十
時

十
月
十
五
日
ま
で
に
三
十
名
募
集

■
読
書
コ
ン
ク
ー
ル
　
十
月
一
日
～
十
月
二
十
七
日
感
想
文
・
作

文
な
ど
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。対
象
は
小
学
生

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
九
-
一
四
八
四

■
お
年
番
り
の
た
め
の
行
事
　
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
老

人
の
た
め
の
映
画
会
九
月
二
十
日
(
木
)
午
後
一
時
…
[
若
様
侍

捕
物
帖
」詩
吟
嗽
室
九
月
二
十
二
日
(
占
午
後
二
時
茶
道

教
室

九
月
二
十
九
日
(
占

午
後
一
時

定
員
二
十
名

■
子
ど
も
映
画
会
　
九
月
二
十
二
日
(
土
)
…
「ち
か
ら
太
熈

九
月
二
十
九
日
(
占
…
石
も
っ
子
太
愬
他
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
一
時
三
十
分
・
一
こ
時

■
お
弁
当
会
　
九
月
三
十
日
(
臼
)
正
午
…
お
弁
当
を
持
参

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
九
七
-
五
〇
一
六

■
ス
ラ
イ
ド
　
九
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時
…
か
さ
じ
ぞ
う

■
ギ
タ
ー
れ
ん
し
ゅ
う
　
九
月
二
十
九
日
(
土
)
午
後
二
時

■
オ
ブ
ジ
ェ
テ
ー
プ
《
筆
立
て
》
九
月
二
十
九
日
(
土
)
午
後
二
時

・
九
月
三
十
日
(
日
)
午
前
十
時

■
子
ど
も
映
画
会
　
九
月
三
十
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分
…
「小

さ
な
む
く
り
も
の
」
「泣
い
た
赤
お
に
」

■
浮
出
し
彫
こ
く
　
十
月
三
日
(
水
)
午
後
二
時

小
学
四
年
か
ら

中
学
三
年
の
児
童
で
主
に
男
子

定
員
十
名
(
先
着
順
)

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
八
二
-
二
七
六
五

■
お
年
寄
り
の
た
め
の
行
事
　
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
老

人
の
た
め
の
映
画
会
九
月
二
十
貝
木
)
午
前
十
時
三
十
分
・
二
若

様
侍
捕
吻
帖
」民
梔
教
室
九
月
二
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十

分

老
人
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

九
月
二
十
六
日
(
水
)
・

十
月
三
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

■
子
ど
も
映
画
会
　
九
月
二
十
三
日
(
日
)
一
二

僕
の
大
事
件
」
他

九
月
三
十
日
(
日
)
・二

小
さ
な
愛
の
終
り
」

時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
一
時
三
十
分

【
各
教
室
の
申
込
み
は
、
直
接
各
セ
ン
タ
ー
へ

】

《
各
セ
ン
タ
ー
と
も
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
科
で
す
》

□
西
伊
興
児
童
館
　
八
九
七
-
六
九
四
八

■
秋
の
つ
ど
い
人
形
劇
　
九
月
三
十
日
(
日
)
午
後
二
時
…
『
さ
る

か
に
合
峨

』
劇
団
パ
ン
ダ

■
か
み
し
ば
い
と
お
話
　
九
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時

■
つ
つ
人
形
作
り
　
九
月
二
十
九
日
(
土
)
午
後
一
時

材
料
は
児

童
館
で
用
意
し
ま
す

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
九
一
二
-
一
四
二
一

■
卓
球
教
室
　
九
月
二
十
二
日
(
占
午
後
二
時
三
十
分

■
ピ
ア
ノ
教
室
　
九
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時

■
老
人
の
た
め
の
映
画
会
　
九
月
二
十
七
貝
木
)
午
後
二
時
…
祐

ぱ
あ
ち
ゃ
ん
が
ん
ぱ
る
J
他

■
老
人
の
茶
遭
教
室

九
月
二
十
七
日
(
木
)
午
前
卜
時

〈各
施
設
と
も
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す

〉

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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―有効期限の切れる方は更新手続を―

区
で
は
、
次
の

よ
う
な
り
に
、
都

電
、
都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
に
無
料
で

乗
率
で
き
る
「
無
料
乗
率
獰
に
夕
発
行

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
ま
で
発
行
さ
れ
た
無
料
乗

車
券
の
う
ち
、
九
月
三
十
日
で
有
効
期

隕
の
切
れ
る
も
の
か
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
方
は
、至
急
に
更
新
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
無
料
乗
車
券
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
方

①
七
十
歳
以
上
の
方
…
外
画
人
の
方
は

外
国
人
登
録
証
明
書
持
参

②
身
体
障
客
者
(
一
級
～
六
級
)
…
身

体
障
害
者
乖
帳
持
参

⑤
柵
神
灣
弱
者
(
一
度
～
四
度
)
…
愛

の
手
帳
持
参

④
戦
傷
病
者
(
恃
別
項
症
～
第
一
(
項

症
)
峨
傷
病
者
手
帳
持
参

⑤
原
餓
被
畑
者
(
認
定
患
者
と
被
爆
者

脾
康
管
理
手
当
受
給
者
)
・
;特
別
被

爆
者
脾
康
手
帳
と
認
定
番
ま
た
は
、

健
康
管
理
手
当
証
書
持
参

⑤
生
活
保
護
世
帯
(
世
帯
員
の
う
ち
I

人
)

⑦
母
子
福
祉
年
金
受
給
世
帯
[
獣
帯
貝

の
う
ち
」人
)
…
同
尺
年
金
証
書
持

參

⑧
児
童
扶
養
手
当
受
給
ぽ
帯
(
世
帯
員

の
う
ち
一
人
)
…
児
竄
扶
養
手
当
証

書
持
参

▽
申
込
み
・
更
新
の
窓
口

①
の
方
は
お
忙
ま
い
の
地
域
の
出
張

所
(
外
同
人
の
方
は
区
役
所
二
階
厚
生

鄒
管
理
係
)

②
～
⑥
の
方
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
襭

祉
事
務
所

⑦
は
区
役
所
二
階
同
民
年
金
課
給
付
係

面
は
区
役
所
二
階
児
童
手
当
係

▽
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

前
記
の
手
帳
・
証
書
類
の
ほ
か
に
①

の
方
は
印
か
ん
、②
～
⑧
の
万
は
印
か

ん
と
上
半
身
の
写
真
(
タ
テ
四
り
・
ヨ

コ
三
り
)

。
ま
た
更
新
を
す
る
方
は
、

い
ま
ま
で
お
持
ち
の
券
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、区
役
所
厚
生
都
管

理
課
へ
。

子
ど
も
会
の
発
展
を

―
子
ど
も
会
会
長
会
議
―

区
内
の
子
ど
も
会
の
子
ど
も
の
会
長

ま
た
は
代
表
か
あ
つ
ま
り
、
お
と
な
を

ま
じ
え
な
い
で
、
子
ど
も
公
盾
動
の
情

報
交
換
と
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
銛
し
あ
う
会
議
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

日
時
　
十
月
七
日
(
日
)
午
前
九
時
か

ら
午
後
二
時

場
所
　
区
立
十
六
中
学
校
体
育
館
・
教

室
(
十
教
室
)

参
加
対
象
　
区
内
子
ど
も
会
の
子
ど
も

の
代
表

な
お
、
引
卒
し
て
き
ま
し
た
お
と
な

の
方
々
と
、
区
劃
と
の
話
し
あ
い
も
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…
…
…

区
教
育
委
員
会
青
少
年
係

住
居
表
示
の
再
調
査

に
ご
協
力
を

中
央
本
町
一
丁
目
～
五
丁
目
・
弘
道

一
丁
目
～
二
丁
目
・
西
綬
瀬
一
丁
目
～

四
丁
目
・
青
井
一
丁
目
ヱ
(
丁
目
の
地

区
は
住
居
表
示
後
、
す
で
に
約
七
年
た

ち
ま
し
た
。

こ
の
閧
、
住
居
番
号
表
示
板
、
町
名

表
示
板
な
ど
が
変
色
・
破
捐
に
よ
り
、

見
に
く
く
な
っ
て
い
た
り
、
新
・
改
築

な
ど
で
い
ま
だ
に
住
居
表
示
課
に
届
出

の
な
い
家
屋
に
は
掲
示
さ
れ
て
い
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
十
月

初
旬
頃
か
ら
業

者

(区
の
腕
章
を
つ
け
て
い
ま
す
)
が
各

ご
家
庇
の
住
居
番
号
表
示
板
の
点
検
、

建
物
の
形
状
、
世
帯
主
名
な
ど
の
調
査

の
た
め
お
う
か
が
い
し
ま
す
。
そ
の
際

は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
破
損
、
紛
失
、
不
明
瞭
な
表

示
板
に
つ
い
て
は
、
お
う
か
か
い
し
て

取
り
替
え
ま
す
。

ま
た
綾
瀬
一
丁
目
玉
(
丁
目
・
東
綾

瀬
一
丁
目
～
三
丁
目
・
東
和
一
丁
目
～

五
丁
目
・
中
川
一
丁
目
～
五
丁
目
の
地

区
は
、
す
で
に
調
査
も
完
了
し
ま
し
た

の
で
住
居
番
号
表
示
板
・
町
名
表
示
板

等
の
張
り
替
え
お
よ
ひ
取
り
付
け
作
業

を
十
月
十
五
日
～
十
一
月
十
五
日
頃
に

行
な
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

足
立

の
史話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
3
3
)

―
千
住
三
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
ニ
―

勝
山
準
四
郎

三
丁
目
の
入
口
西
側
の
角
、
先
号
の
見
番
横
丁

の
北
側
が
、
千
住
宿
木
陣
の
跡
で
あ
る
。

本
陣
は
諸
大
名
や
官
家
、公
卿
、門
主
な
ど
当

時
の
高
貴
な
方
の
休
泊
す
る
旅
籠
屋
で
あ
る
。当
宿

は
参
助
交
代
で
は
勿
謫
川
光
山
参
拝
の
誚
陜
の

往
来
が
繁
か
っ
た
か
ら
、そ
の
利
用
者
は
随
分
多

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
将
軍
家
の
日
光

社
参
に
は
本
陣
は
便
わ
す
、
岩
槻
、
古
河
、
宇
都

宮
の
城
中
泊
で
あ
っ
た
ご

」う
し
た
格
式
を
持
つ

た
だ
け
に
、
建
吻
も
外
の
旅
籠
屋
と
は
違
っ
て
、

門
楠
、
玄
関
付
で
、
奥
の
間
に
は
一
段
高
い
上
段

の
間
か
設
け
ら
れ
て
い
た
。
尚
こ
の
本
陣
を
代
行

す
る
の
か
脇
本
陣
で
あ
る
。
普
通
一
宿
楊
ど
ち
ら

も
一
軒
づ
つ
で
あ
っ
た
が
、
所
に
よ
っ
て
は
小
田

原
の
よ
う
に
四
軒
づ
つ
と
a
う
複
数
の
宿
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

当
宿
で
も
事
保
年
関
宿
剖
図
に
は
、こ
の
三
丁

目
三
郎
兵
ヱ
の
外
に
、四
丁
目
左
ヱ
門
か
木
陣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
い
つ
の
頃
か
ら
か
脇

本
陣
は
三
丁
目
に
移
り
、
天
保
一

上
帳
に
は
、
木

陣
三
丁
膊
一
軒
、
脇
木
陣
回
町
一
軒
と
あ
り
、
そ

の
規
榎
も
、
本
陣
建
坪
百
二
1
坪
、
門
構
、
玄
関

付
、
脇
本
陣
同
百
三
卜
六
坪
、
門
構
、
玄
関
付
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。更
に
明
治
に
な
っ
て
の
r
録
　

『
山
崎
家
寛
一

』
に
は
、
「
千
住
の
本
陣
は
三
F

目
今
の
斉
木
病
院
(
碼

第
二
五
号
参
照
)
の
処

に
あ
り
、
脇
木
陣
は
一
丁
目
今
の
油
屋
の
処
に
あ

り
、
下
川
「
郎
兵
ヱ
と
言
う
」
と
伝
え
て
い
る
。

本
陣
は
変
わ
ら
な
い
が
脇
本
陣
は
移
っ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
に
店
咎
を
し
た
り
名
儀
変
そ
し

て
い
る
の
は
千
住
宿
だ
け
の
話
で
は
な
い
。

つ
ま
り
本
陣
や
脇
本
陣
の
営
業
は
、
誇
り
高
い

も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
割
に
合
わ
な
い
商
売
で
あ

つ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
大
名
な
ど
の
休
泊
は
、

早
い
も
の
は
半
年
前
、
遅
く
も
一
月
前
に
先
触
れ

が
あ
っ
て
単
備
に
か
か
り
、
当
日
は
宿
の
入
口
ま

で
主
人
公
が
出
迎
え
、
先
導
案
内
し
て
休
泊
に
供

し
た
と
言
う
が
、
国
持
大
名
と
も
な
れ
ば
夜
具
布

団
は
も
ち
ろ
ん
食
器
料
理
具
か
ら
風
呂
桶
漬
物
樽

ま
で
持
参
し
、た
だ
建
物
を
貸
す
だ
け
の
役
目
で
、

気
苦
労
は
多
か
っ
た
が
、
料
金
は
全
く
の
木
賃
で

あ
っ
气

又
そ
れ
程
で
な
く
賄
付
の
場
合
で
も
料

金
は
、
良
く
て
一
般
の
平
額
、
ひ
ど
い
の
は
一
剖

稈
度
の
志
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
こ
と
に
年
三
回

往
復
す
る
日
光
門
主
(
寛
永
寺
門
跡
法
親
王
)
の

休
泊
は
全
く
の
無
筒
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の

不
足
分
は
宿
場
全
体
で
補
助
し
た
の
で
あ
る
が
結

局
赤
字
経
営
に
終
始
し
た
わ
け
で
あ
る
。

当
時
の
「
民
間
省
要
」訪
に
「
人
間
渡
世
の
内
、

本
陣
ほ
ど
無
益
な
る
も
の
今
は
な
し
」
と
評
し
て

い
る
の
も
う
な
ず
け
る
。
そ
ん
な
せ
い
か
当
宿
の

本
陣
関
係
の
文
一
に
は
、
残
念
な
が
ら
直
接
お
目

に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
。

幸
い
に
も
当
宿
本
陣
三
郎
兵
ヱ
は
、
千
僅
、
草

加
、
越
谷
、
粕
型
、杉
戸
五
宿
の
本
陣
取
締
役
(
代

表
)
で
あ
っ
た
の
で
そ
の
名
前
で
出
し
た
文
一

が
、
皮
肉
に
も
他
宿
に
残
さ
れ
て
い
る
。
最
近
発

刊
の
越
谷
市
史
に
も
可
成
集
録
さ
れ
て

い
る
の

で
、
逆
に
そ
の
孫
引
で
、
千
住
の
匣
史
を
ひ
も
と

く
始
末
で
あ
る
。
区
内
で
賢
科
お
気
付
の
方
は
御

教
示
願
い
た
い
。(

こ
の
項
つ
づ
く
)

アルバイト募集
―保母―

区
で
は
、
保
育

園
で
働
く
保
母
の

産
休
、
病
欠
等
の

代
替
と
し
て
、ア

ル
バ
イ
ト
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
職
種
　
産
休

代
謦
保
母
、
病

欠
そ
の
他
の
代

替
保
母
、
時
間

外
保
育
用
の
パ

ー
卜
保
母
、給
食
調
理
用
務
補
助

応
募
資
格
　
保
母
有
賢
格
者
(
一
部
有

資
格
者
)
、
保
育
経
験
者
、
子
供
を

育
て
た
経
験
の
あ
る
方
で
保
育
に
熟

意
の
あ
る
四
十
歳
未
肩
の
女
性
。

給
食
調
理
用
務
補
助
に
つ
い
て
は

五
十
歳
末
膺
で
健
全
な
女
性

勤
務
場
所
　
足
立
区
立
保
育
園

勤
務
条
件
①
産
休
代
替
保
母
時
間
…
午
前
八

時
三
十
分
～
午
後
五
時
卜
五
分
賢

金
…
日
額
一
(
五
〇
円

②
病
欠
、そ
の
他
代
替
保
母
、給
食

調
理
用
務
補
助
時
間
=
・
午
前
九
時

三
十
分
～
午
後
四
時
卜
五
分
賃
金
…

一

時

間

二
五

〇

円

③
時
間
外
保
育
用
の
パ
ー
ト
保
母

時
間
…
午
前
七
時
三
十
分
～
九
時
三

十
分
、午
後
四
時
～
六
時
(
計
四
時

間
)
賃
金
…
一
時
間
二
五
〇
円

申

込

み

履
歴
一

を

廓

え
て

厚

生

部

保

育

課

保

育

第

二
係

へ

ど

う

ぞ

。

部
落
問
題
の
理
解

の
た
め
に
(
2
2
)

部
落
解
放
運
動
の
歴
史
(
6
)

水
平
社
の
主
な
闘
い
は
、
差
別
に

対
す
る
徹
底
し
た
糾
弾
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
差
別
者
が
力
を
背
景
に

差
別
の
非
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
場

合
、
相
手
が
権
力
で
あ
っ
て
も
、
敵

底
し
て
闘
い
、
し
ば
し
ば
流
血
事
件

と
な
る
事
が
あ
っ
た
。

一
九
二
二
年
夏
、
肝
罵
の
高
崎
区

哉
に
対
す
る
抗
議
闘
争
は
、
最
も
は

け
し
く
闘
わ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ

る
。こ

れ
は
差
別
を
糾
弗
し
て
い
た
水

平
社
の
同
人
が
、、賊
意
を
見
せ
な
い

相
手
に
対
し
、
は
ら
を
た
て
て
な
ぐ

り
、
二
名
が
検
挙
さ
れ
た
事
に
喘
を

発
す
る
。

そ
こ
で
水
平
社
同
人
約
四
十
名
は

犠
牲
者
兮
つ
ぱ
い
返
す
た
め
薯
察
に

お
し
か
け
釈
放
さ
せ
た
が
、検
事
が

逮
捕
状
を
出
し
二
名
を
留
瞳
し
た
。

差
別
し
た
者
に
手
を
つ
け
ず
、部
落

民
だ
け
を
処
分
す
る
検
察
局
の
差
別

弾
圧
に
怒
っ
た
水
平
社
同
人
は
、雨

の
申
を
高
崎
区
政
の
前
に
座
り
込
ん

尽
こ
の
闘
争
に
は
、関
東
各
地
か

ら
同
人
が
応
援
に
か
け
つ
け
た
が
、

県
知
事
が
軍
隊
の
出
動
を
要
請
し
、

武
力
で
お
ど
し
て
鎮
圧
し
た
の
で
あ

る
。(
都
落
解
放
同
盟
足
立
支
都
　
　
　
　
　
八
八

四
-
三
七
(
五
)

みんなの力で

町をきれいに
十
月
一
日
か
ら

七
日
ま
で
「
き
れ

い
な
町
は
み
ん
な

の
力
で
」を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
み
ん

な
で
町
を
き
れ
い

に
す
る
週
間
か
始

ま
り
ま
す・

一

み
な
さ
ん
が
お

住
み
に
な
っ
て
い

る
家
の
ま
わ
り

を
、
ち
ょ
っ
て
見

て
く
だ
さ
い
。
紙

屑
、
空
カ
ン
、
タ
バ
コ
の
吸
殼
な
ど
敵

ら
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
の
ぴ
放
題
の

雑
草
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

き
れ
い
な
町
づ
く
り
は
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
心
が
け
か
必
要
で
す
。

○
タ
バ
コ
の
吸
飲
や
空
カ
ン
な
ど
の
枌

け
棄
て
は
止
め
ま
し
f
つ
。

○
ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
に
、
決
め
ら

れ
た
所
に
き
ち
ん
と
整
頓
し
て
出
」

て
く
だ
さ
い
。
道
路
に
あ
ま
り
は
み

出
さ
な
い
よ
う
に
。

○
雑
草
は
そ
の
土
地
の
管
理
者
が
刈
り

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
草
刈
機
を
お
隹

し
し
ま
す
の
で
所
管
の
出
張
所
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

犬
の
ふ
ん
は
、
飼
主
か
始
木
し
て
く

だ
さ
い
。

あ
な
た
の
体
力
は
!

体
力
テ
ス
ト
を
ど
う
ぞ

と
か
く
運
助
不
足
に
な
り
が
ち
な
あ

な
た
の
体
力
を
テ
ス
ト
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
脾
康
腎
理
に
お
お
い
に
役
立
ち
ま

す
。

▽
日
時
十
月
十
日
(
水
)
午
前
十
時
～

午
後
三
時
三
十
分

▽
会
場
　
梅
雋
小
学
校
(
梅
田
匕
丁
目

三
五
一

一
)
東
武
線
梅
鳥
駅
下
車
一
分

▽
参
加
賢
格

区
内
在
住
、
在
動
・
在

学
で
一
干

上
(
十
歳
の
方

▽
種
目
　
前
搏
・
M
眼
片
足
立
ち
・
反

復
横
と
ひ
・
垂
直
と
ひ
・
ジ
グ
ザ
グ
ド

リ
ブ
ル
・
仰
臥
上
体
お
こ
し
・
霆
位
体

前
屈
・
踏
台
舜
降
・
握
力
・
急
歩
【
男

一
五
〇
〇
㍍
、
女

】○
○
○
㍍
)

▽
血
圧
測
定
　
参
加
者
全
員

▽
定
員

二
百
名
　
▽
参
加
費
無
料

▽
申
込
期
限
　
九
月
二
十
日
(
水
)
か

ら
受
付
、
滴
員
に
な
り
次
第
締
切
り

▽
申
込
み
先
　
区
教
育
委
員
会
体
育
課

(〒

こ

○
足
立
区
千
住
仲
町
五
(
和

光
ビ
ル
内
)
へ
所
定
の
申
込
み
用
紙
又

は
往
復
は
が
き
で
住
所
、
氏
名
、年
令
、

職
業
、
一
'話
を
記
入
の
う
ぇ
直
接
又
は

郵
送
に
よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
服
装
は
、
運
動
に
適
す
る
も
の
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

■
下
水
道
の
枝
線
工
事

に
ご
協
力
を

梅
鳥
一
丁
目
・
二
丁
目
、
疲
順
一
丁

目
の
区
域
の
下
水
道
の
枝
緤
工
事
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
工
事
は
来
年
の
三
月

ま
で
行
な
う
予
定
で
す
の
で
、
住
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま

す
。こ

の
こ
と
に
閧
す
る
問
い
合

わ
せ

は
、
区
役
所
第
二
庁
舎
下
水
遭
係
へ
。

■
国
民
年
金
に

加
入
を

国
民
年
金
制
度
は
、
発
足
後
十
数
年

を
経
過
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
未

加
入
の
方
が
相
当
数
見
う
け
ら
れ

ま

す
。区

で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
加

入
し
て
、
老
後
に
年
金
か
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
今
年
も
次
の
よ
う
な
方
に
『
加

入
の
ご
案
£
J

送
り
し
て
、
加
入

勧
奨
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
加
入
賢
格
者
で
あ
っ
て
未
加
入
の
方

②
今
年
、
二
十
歳
に
な
ら
れ
た
方

③
厚
生
年
金
な
ど
を
や
め
た
ま
ま
に
　

な
っ
て
い
る
方

こ
れ
を
機
会
に
、
印
か
ん
を
お
持
ち

の
う
え
、
区
役
所
国
民
年
金
課
か
、
お

近
く
の
出
張
所
で
加
入
し
て

。
あ
な
た

の
老
後
に
そ
な
え
て
く
だ
さ
い
。

■
区
奨
学
生
募
集

▽
賢
格
　
①
区
内
に
引
き
続
き
三
年
以

上
住
ん
で
い
る
方
の
子
弟

②
都
内

に
所
在
す
る
学
校
に
在
学
し
て
い
る

こ
と
(
昭
和
四
十
九
年
度
入
学
者
を

含
む
)

③
同
種
の
学
賢
金
を
他
か

ら
借
り
う
け
て
い
な
い
こ
と

▽
受
付
期
限
　
九
月
二
十
九
日
(
土
)

▽
貸
付
人
員
と
金
額
　
高
校
月
額
三
千

円
(

二
十
名
)

大
学
月
額
四
千
円
(

十
名
)

な
お
、
こ
の
貸
付
額
は

昭
和
四
十
(
年
度
の
も
の
、
昭
和
四

十
九
年
度
は
増
額
の
予
定
で
す
。

申
込
み
は
、
区
教
育
委
員
会
学
穆
課

へ
。

■
秋
の
花
い
っ
ぱ
い

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
募
集

秋
は
花
の
季
節
で
す
。
花
壇
一
面
に

咲
い
た
花
、
色
と
り
ど
り
に
咲
く
花
は

人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

足
立
区
新
生
活
還
動
推
進
委
員
会
で

は
、
秋
の
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
な
い
、
審
査
の
結
果
、
十
一
月
開
催

の
翼
境
づ
く
り
区
民
大
会
で
表
彰
を
行

な
い
ま
す
。

審
査
日
は
十
月
中
旬
で
す
。
地
域
、

学
校
、
職
場
な
ど
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

申
込
み
は
、
区
役
所
区
民
課
ま
で
ど

う
ぞ
。

■
住
宅
統
計
調
査
を

実

施

十
月
一
日
現
在
で
、
国
の
住
宅
の
現

状
と
推
移
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

昭
和
二
十
三
年
か
ら
五
年
毎
に
行
な
わ

れ
て
き
た
も
の
で
、
今
回
は
そ
の
第
六

回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
が
住
宅
関
係
の
施
策
を
進
め
て
い
く

た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
重
要
な
銅
蚕

で
す
。

当
区
で
も
、
近
日
巾
に
調
査
員
が
お

う
か
が
い
し
ま
す
が
、
そ
の
節
は
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
勅
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
経
済
講
演
会

期
日
　
九
月
二
十
七
日
(
木
)

「
物
価
高
に
お
け
る
中
小
企
業
経
営
」

東
京
商
工
会
躪
所

森
沢

博

九
月
二
十
(
日
(
金
)

「最
近
の
経
済
情
勢
と
中
小
企
業
」

慶
応
大
学
教
授

佐
藤
芳
雄

場
所
・
時
間
　
足
立
動
労
福
祉
会
館

午
後
六
時
三
十
分
～
(
時
三
十
分

定
員
　
四
十
名
(
申
込
先
着
順
)

申
込
み
　
都
産
藁
労
働
会
爾
業
務
課
　

(
七
六
-
二
九
六
一
東
洋
皮
革

(
株
)
　
(

四
九
上

一
(
五

協
力

部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合

会
足
立
支
都

■
中
学
卒
業
程
度

認
定
試
験

病
気
な
ど
や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ

り
、
儀
務
教
育
を
修
了
で
き
な
か
っ
た

方
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
試
験
で

す
。
合
格
し
た
方
に
は
高
等
学
校
入
学

賢
格
か
与
え
ら
れ
ま
す
。

▽
願
書
受
付
期
限
十
月
十
三
日
(
土
)

▽
試
験
日

十
一
月
三
十
日
(
金
)

▽
試
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語

▽
願
書
の
受
付
と
問
合
わ
せ
先
　
東
京

都
教
青
庁
学
務
郎
義
務
教
育
課
千
代

田
区
丸
の
内
三
丁
目
(
-
一
　
二
二
一

一

五
一
一
一
内
線
四
〇
五
(

■
大
東
京
祭
記
念

バ
ッ
チ
頒
布
中

カ
ニ
(
の
バ
″
チ
を
次
の
と
こ
ろ
で

頒
布
し
て
い
ま
す
。
頑
価
四
十
円

□
区
役
所
一
階
受
付

□
区
役
所
第
二
庁
舎
管
理
係

■
訂
正

回
覧
及
ひ
該
当
者
の
皆
さ
ま
に
通
知

し
ま
し
た
、老
人
嶂
康
診
査
の
「み
て

も
ら
え
る
期
間
」九
月
一
日
か
ら
九
月

三
十
日
は
九
月
一
日
か
ら
九
月
二
じ
ゅ
う
b
九

日
の
誤
り
で
す
の
で
ご
訂
正
し
ま
す
。

特
定
郵
便
局
名
が
変
わ
り
ま
す

区
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い

る
地
域
の
特
定
郵
便
局
名
は
、
地
元
の

町
名
を
つ
け
て
い
ま
し
た
が
、
住
居
表

示
で
町
名
が
変
更
に
な
っ
た
場

も
数

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
特
定
郵
便
局

名
も
町
名
の
黶
更
に
合
わ
せ
て
、
次
の

と
お
り
十
月
一
日
か
ら
変
更
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
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